
3　結論

　言葉から受けるイメージの違いは、演奏家に限らず すべての人それぞれにいえることだと思い

ます。

　言葉が発するイメージとそれに触発される人間との相互関係で絡まりながら、ある時は止揚

し、ある時は下降し、ある時は凍結するといった多くの可能性をはらんでいきます。こうした問

題は一言で片づけられないというのが結論のようです。

　ある一人の演奏家の感性ということで表現してみましたが、皆様のお役に立てることを望んで

おります。
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譜例3：Avec étonnement　～驚きながら
　楽譜に書かれてあるものに対して機械的に反応するのではなく、初めて音符を音にしたときの新鮮な驚きを忘れずに、

謙虚な気持ちをもって取り組みなさいという指示です。その結果演奏家はただ音符を音に置き換えるのではなく、楽譜か

ら得られる様々な情報を元に、どうすれば感動的な音楽になりえるかを考えるようになります。

譜例4：Sur la langue　～舌の上で
　暖かい舌の上で氷が溶けていく様を思い浮かべてくださ

い。溶け終わった後、物体は消えているのに冷たい感触は

残っている。つまり曲の最後の部分を唐突に終わらせないよ

うにという指示です。当然その前に示されているｆ(強く)の

まま演奏するのではなく、この短い距離の中で音量、速度と

もに人に気づかれないように落としていかなければなりませ

ん。
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譜例5：Enfouissez le son　～その音を埋めて
　あるものがさらさらと砂の中に埋もれていく様子を想像

してください。砂の下にある物それ自体に変化はありませ

ん。変わってくるのは埋まっていく（曲を終わらせる）過

程で、曲のフォルムはそのままで、徐々に小さく遅くして

いきなさいということです。
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